
物質工学演習 B　石田担当分　その２

『反応速度』の演習

ヒント）反応速度式は、試薬濃度[A]が変数であるが（以下の囲み記事参照）、実際の解析では、[A]に比例

する量、例えば滴定値や吸光度、を使うことが多い。【演習２】では、ln(a-x)を tに対してプロットし、

直線の傾きを出す。ここで、a-x には滴定値を使う。【演習３】では、1/[A]を tに対してプロットし、

直線の傾きを出す。速度定数には次元（単位）があるのをお忘れなく。

データ解析のポイント

【１】 どのプロットが最も有効か考えて選ぶ。

対数とったり、逆数とったりする

　 例: 反応次数が未知で、これを知りたいとき、
v = k[A]n

log v = log k + nlog[A]

【２】 傾きや y切片などから、意味を読みとる。

　 例: 一次反応の速度定数を求めるとき、
v = k[A]　を解くと、
ln[A] = ln[A]0 – kt
ただし、 [A]0 は初期濃度。

例: 二次反応の速度定数を求めるとき、
v = k[A]2　を解くと、
1/[A] = 1/[A]0 + kt
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最小二乗法による近似直線は、以下のように計算できる。結果だけ示すが、表計算ソフトや関数電卓

の上でもできるので、ぜひ慣れておこう。導出は「基礎科学実験 A」（電気通信大学編）のテキスト

にあるほか、http://homepage3.nifty.com/gakuyu/suti/least/least1.pdfなどにもある。

y=ax+b;

以下は「無機化学演習」小倉興太郎著（丸善）からの出題である。6.3と 6.4については解答編にあ

るやり方は推奨しない。必ず最小二乗法で解答すること。プロットも描いてみること。
€ 

a =
n xi yi − xi yi∑∑∑
n xi

2 − ( xi )
2∑∑

(=
(xi − xavg)(yi − yavg)∑

(xi − xavg)
2∑

)

€ 

b =
yi − a xi∑∑

n
(= yavg − axavg)


